
メドテックイノベーションセンター
神戸大学大学院医学系研究科

Medtech Innovation Centeｒ

〒650-0047 神戸市中央区港島南町 1-5-1
TEL. 078-302-7277
E-mail: portis-mic@med.kobe-u.ac.jp
https://www.med.kobe-u.ac.jp/mic/

電車でのご利用

お車でのご利用

ポートライナーで「医療センター駅」へ
•「三宮駅」からポートライナー神戸空港行で約12分
•「神戸空港駅」からポートライナー三宮行で約5分
•「医療センター駅」で降り、北へ100mです。

各方面から神戸大橋を渡りおよそ15分です。
三宮東の港島トンネルからもアクセスが可能です。

ACCESS

医学系研究科長

勝 二　郁 夫

MICセンター長

保 多　隆 裕

神戸大学医学部附属 国際がん医療・研究センター（ICCRC）
国際がん医療・研究センター（ICCRC）は2017年の開設以来、医学部附属病院と連携してがんに対
する先進的治療の推進、医工連携による革新的医療機器の開発、国際医療機関との交流を目標に
掲げ、神戸医療産業都市内での連携を強化してきました。また、神戸大学のリサーチホスピタルと
して、医療現場の立場から革新的医療機器の臨床治験導入・実用化のため、未来医工学研究開発
センター及び医学系研究科医療創成工学専攻と共に医療機器開発におけるエコシステムの実現
とそれを担う人材育成に向けて取り組んでいます。
内閣府の地方大学・地域産業創生事業として神戸市と進める「神戸未来医療構想」では、これまで
手術支援ロボット「hinotoriTMサージカルシステム」の5G通信技術を用いた遠隔操作実証実験を進
め、さらにはスマート治療室システムと組み合わせる取組みも開始しています。

神戸大学 未来医工学研究開発センター
未来医工学研究開発センターは、革新的医療機器開発を加速することを目的として、2015年に大学
院医学系研究科と同工学研究科内それぞれに研究プロジェクトを立ち上げたことを契機に、医学
と工学のシームレスな融合の実現を目指して、2019年4月に開設されました。
MICに設けたメディカルデバイス工房を拠点に、本学のデジタルバイオ・ライフサイエンスリサーチ
パーク（DBLR）推進機構と連携して、医療現場のニーズ発掘からアイデアの創造、開発まで、医師・
工学系研究者・医療機器開発支援者が一体となって世界に通用する国産医療機器開発を進めると
ともに、医療創成工学専攻など医療機器開発を学ぶ学生の問題解決型実習および実践の場として
の役割も担っています。

　現在、国内の医療機器市場は拡大しているものの、海外製品への依存度が高

く、輸入超過の状態が続いています。その原因の一つとして医療機器の初期開

発の弱さや開発を担う人材不足が考えられます。

　その対策として神戸大学では、臨床現場ニーズや企業ニーズを基に産官学医

が協動し、医療機器開発を実践しつつ開発人材の育成が可能なプラットフォー

ムの構築が肝要であると考え、神戸市と共に推進している神戸未来医療構想の

下、新たな医療機器開発拠点である「メドテックイノベーションセンター」を設置

いたしました。

　本学、ひいては国内の医療機器開発及び人材育成の新たな拠点となりますよ

う研究・開発・教育を進めて参りたいと思います。

　関係の皆様におかれましては、本センターの研究・教育活動にご理解を賜りま

すとともに、本センターへのご協力をお願い申し上げます。

我が国における医工連携の歴史は100年ほどありますが、残念ながら国内の

医療機器産業における貿易赤字は膨らむ一方です。その一因として、医学と工学

が単に協力すれば新たな医療機器が創出できるという誤解があるのではないか

と考えています。

実際の医療機器開発においては、医療現場とものづくり現場が一体となり、医

師をはじめとする医療従事者、アカデミアや産業界の技術者、医療機器ビジネス

に精通した者が日常的に議論を交わすことができ、さらに知財、マーケティング、

薬機法、保険償還などの開発に関する専門家によるハンズオン支援をいつでも

受けられる環境が極めて重要です。

当メドテックイノベーションセンター（MIC）は、これらの環境の実現を目指して

デザインされた医療機器開発の理想的な現場です。医工ビジネス融合により、

社会実装価値のある医療機器開発を推進して参ります。

基本的コンセプト

医療従事者・工学系研究者・
医療機器メーカー・
ものづくり企業・

社会実装支援チームによる
共同研究開発の場

隣接する臨床現場や
非臨床研究実証拠点
（MeDIP）を活用した
戦略的医療機器開発の場
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社会実装を主導できる
人材育成の場

医療機器開発の
エコシステム構築による
持続的な産業・雇用

創出の場
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改札を出て右手にあるムービングウォークを
北方向に直進すると終点右側にICCRCが
見えます。
ICCRC建屋の外側を大きく廻り込むように
ICCRCの反対側（東側）に進むと
その先右手にMIC入口があります。

MIC入口

医療センター駅からMICまで

駐車場入口

ご挨拶

神戸大学大学院医学系研究科
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院医学系研究科と同工学研究科内それぞれに研究プロジェクトを立ち上げたことを契機に、医学
と工学のシームレスな融合の実現を目指して、2019年4月に開設されました。
MICに設けたメディカルデバイス工房を拠点に、本学のデジタルバイオ・ライフサイエンスリサーチ
パーク（DBLR）推進機構と連携して、医療現場のニーズ発掘からアイデアの創造、開発まで、医師・
工学系研究者・医療機器開発支援者が一体となって世界に通用する国産医療機器開発を進めると
ともに、医療創成工学専攻など医療機器開発を学ぶ学生の問題解決型実習および実践の場として
の役割も担っています。

　現在、国内の医療機器市場は拡大しているものの、海外製品への依存度が高

く、輸入超過の状態が続いています。その原因の一つとして医療機器の初期開

発の弱さや開発を担う人材不足が考えられます。

　その対策として神戸大学では、臨床現場ニーズや企業ニーズを基に産官学医

が協動し、医療機器開発を実践しつつ開発人材の育成が可能なプラットフォー

ムの構築が肝要であると考え、神戸市と共に推進している神戸未来医療構想の

下、新たな医療機器開発拠点である「メドテックイノベーションセンター」を設置

いたしました。

　本学、ひいては国内の医療機器開発及び人材育成の新たな拠点となりますよ

う研究・開発・教育を進めて参りたいと思います。

　関係の皆様におかれましては、本センターの研究・教育活動にご理解を賜りま

すとともに、本センターへのご協力をお願い申し上げます。

我が国における医工連携の歴史は100年ほどありますが、残念ながら国内の

医療機器産業における貿易赤字は膨らむ一方です。その一因として、医学と工学

が単に協力すれば新たな医療機器が創出できるという誤解があるのではないか

と考えています。

実際の医療機器開発においては、医療現場とものづくり現場が一体となり、医

師をはじめとする医療従事者、アカデミアや産業界の技術者、医療機器ビジネス

に精通した者が日常的に議論を交わすことができ、さらに知財、マーケティング、

薬機法、保険償還などの開発に関する専門家によるハンズオン支援をいつでも

受けられる環境が極めて重要です。

当メドテックイノベーションセンター（MIC）は、これらの環境の実現を目指して

デザインされた医療機器開発の理想的な現場です。医工ビジネス融合により、

社会実装価値のある医療機器開発を推進して参ります。

基本的コンセプト

医療従事者・工学系研究者・
医療機器メーカー・
ものづくり企業・

社会実装支援チームによる
共同研究開発の場

隣接する臨床現場や
非臨床研究実証拠点
（MeDIP）を活用した
戦略的医療機器開発の場
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改札を出て右手にあるムービングウォークを
北方向に直進すると終点右側にICCRCが
見えます。
ICCRC建屋の外側を大きく廻り込むように
ICCRCの反対側（東側）に進むと
その先右手にMIC入口があります。
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する先進的治療の推進、医工連携による革新的医療機器の開発、国際医療機関との交流を目標に
掲げ、神戸医療産業都市内での連携を強化してきました。また、神戸大学のリサーチホスピタルと
して、医療現場の立場から革新的医療機器の臨床治験導入・実用化のため、未来医工学研究開発
センター及び医学系研究科医療創成工学専攻と共に医療機器開発におけるエコシステムの実現
とそれを担う人材育成に向けて取り組んでいます。
内閣府の地方大学・地域産業創生事業として神戸市と進める「神戸未来医療構想」では、これまで
手術支援ロボット「hinotoriTMサージカルシステム」の5G通信技術を用いた遠隔操作実証実験を進
め、さらにはスマート治療室システムと組み合わせる取組みも開始しています。

神戸大学 未来医工学研究開発センター
未来医工学研究開発センターは、革新的医療機器開発を加速することを目的として、2015年に大学
院医学系研究科と同工学研究科内それぞれに研究プロジェクトを立ち上げたことを契機に、医学
と工学のシームレスな融合の実現を目指して、2019年4月に開設されました。
MICに設けたメディカルデバイス工房を拠点に、本学のデジタルバイオ・ライフサイエンスリサーチ
パーク（DBLR）推進機構と連携して、医療現場のニーズ発掘からアイデアの創造、開発まで、医師・
工学系研究者・医療機器開発支援者が一体となって世界に通用する国産医療機器開発を進めると
ともに、医療創成工学専攻など医療機器開発を学ぶ学生の問題解決型実習および実践の場として
の役割も担っています。

　現在、国内の医療機器市場は拡大しているものの、海外製品への依存度が高

く、輸入超過の状態が続いています。その原因の一つとして医療機器の初期開

発の弱さや開発を担う人材不足が考えられます。

　その対策として神戸大学では、臨床現場ニーズや企業ニーズを基に産官学医

が協動し、医療機器開発を実践しつつ開発人材の育成が可能なプラットフォー

ムの構築が肝要であると考え、神戸市と共に推進している神戸未来医療構想の

下、新たな医療機器開発拠点である「メドテックイノベーションセンター」を設置

いたしました。

　本学、ひいては国内の医療機器開発及び人材育成の新たな拠点となりますよ

う研究・開発・教育を進めて参りたいと思います。

　関係の皆様におかれましては、本センターの研究・教育活動にご理解を賜りま

すとともに、本センターへのご協力をお願い申し上げます。

我が国における医工連携の歴史は100年ほどありますが、残念ながら国内の

医療機器産業における貿易赤字は膨らむ一方です。その一因として、医学と工学

が単に協力すれば新たな医療機器が創出できるという誤解があるのではないか

と考えています。

実際の医療機器開発においては、医療現場とものづくり現場が一体となり、医

師をはじめとする医療従事者、アカデミアや産業界の技術者、医療機器ビジネス

に精通した者が日常的に議論を交わすことができ、さらに知財、マーケティング、

薬機法、保険償還などの開発に関する専門家によるハンズオン支援をいつでも

受けられる環境が極めて重要です。

当メドテックイノベーションセンター（MIC）は、これらの環境の実現を目指して

デザインされた医療機器開発の理想的な現場です。医工ビジネス融合により、

社会実装価値のある医療機器開発を推進して参ります。

基本的コンセプト

医療従事者・工学系研究者・
医療機器メーカー・
ものづくり企業・

社会実装支援チームによる
共同研究開発の場

隣接する臨床現場や
非臨床研究実証拠点
（MeDIP）を活用した
戦略的医療機器開発の場

1 2 3 4

神戸医療産業都市 ポートアイランドより神戸市街地を臨む

フ
ロ
ア
マ
ッ
プ

関
連
施
設

医療機器の開発・
社会実装を主導できる
人材育成の場

医療機器開発の
エコシステム構築による
持続的な産業・雇用

創出の場

2024年10月 開所

神戸大学医学部附属病院
医工探索創成センター

神戸大学
大学院医学系研究科医療創成工学領域・専攻

医学部医療創成工学科

神戸大学医学部附属
国際がん医療・研究センター

神戸大学
未来医工学研究開発センター

2026.7

アクセスマップ会議室

MICホール

イノベーション
ラウンジ7

エジュロップメントラボ
6

スタッフ
ルーム6

産学共創ラボ

会議室
6B 6A

イノベーション
ラウンジ66A6A6B6B

エジュロップメントラボ
5

スタッフ
ルーム
5B 5A

産学共創ラボ

産学共創オフィス

イノベーション
ラウンジ5

C B A

5A5A5B5B

エジュロップメントラボ
4

スタッフ
ルーム4

産学共創ラボ
4A4A4B4B

会議室
4B4B 4A4A 更衣室

イノベーション
ラウンジ4

メディカルデバイス工房
B(WET) A(WET)メディカル

デバイス工房C
(DRY)

イノベーション
ラウンジ3

イノベーション
ラウンジ2

会議室
3

イノベーションカフェ
ショールーム

ICCRC棟へ

駐車場

エントランス
ホール事務室

7階

6階

5階

4階

3階

1階

2階

山陽新幹線
新神戸駅
神戸市営地下鉄

至大阪

三宮駅

神戸大橋

市民広場駅

港島トンネル

阪神 神戸三宮駅
JR三ノ宮駅

阪急 神戸三宮駅

阪神電車
JR神戸線
阪急電鉄

ポ
ー
ト
ラ
イ
ナ
ー

医療センター駅

計算科学センター駅

神戸空港駅

ポートアイランド

神戸空港

N

神戸低侵襲
がん医療
センター

IMDA MeDIP
神戸市立
医療センター
中央市民病院

兵庫県立
こども病院

ポ
ー
ト
ラ
イ
ナ
ー

医療センター駅

ム
ー
ビ
ン
グ
ウ
ォ
ー
ク

ポートアイランド
中央緑地

ICCRC

メドテック
イノベーションセンターMIC

改札を出て右手にあるムービングウォークを
北方向に直進すると終点右側にICCRCが
見えます。
ICCRC建屋の外側を大きく廻り込むように
ICCRCの反対側（東側）に進むと
その先右手にMIC入口があります。

MIC入口

医療センター駅からMICまで

駐車場入口

ご挨拶

神戸大学大学院医学系研究科
メドテックイノベーションセンター



MICホール

メディカルデバイス工房 エジュロップメントラボ

イノベーション
ラウンジ

イノベーション
カフェ

産学共創ラボ／
オフィス

共用空間

レンタルラボ・レンタルオフィス

全フロアに「創発の場、共創の場、人と語らう憩いの場」として、医師・研究者・施設に入居される企業関係
者及び学生といったMIC関係者が自由に出入りできる共用のスペースを設けています。多様な人材との交流
から互いに多くを学び、日常のコミュニケーションや何気ない会話から新たなアイデアが生まれ、新たなネッ
トワークを構築することを目指しています。

普段の雑談やミーティング、さらには研究会・ワーク
ショップ等のイベントなどで利用いただけるホールです。
個別机・イスとの組合せ方によって様々に活用すること
ができます。また横方向に長い空間で後方は一段床を
上げた仕様としています。
（最大130人収容可能）

2階から7階の東側の一角にある、休憩や
気分転換などで利用できるスペースです。
フロアごとに趣を変えているので、自分の
好みや気分で場所を選んでいただけます。

軽食を提供するカフェを併設した70席程度
のイベントスペースです。
病院（ICCRC）との連絡空間として、ICCRC
及びMIC関係者だけでなく昼食時には外部の
方へも開放しており、MIC関係者と医療従事
者、神戸医療産業都市内の企業関係者等との
交流・連携の場としてご利用いただけます。

・試作品の製作や加工といった医療機器製作と
実践教育の場としてDRYラボ、WETラボ
両方の実験環境を整備。

・３Dプリンタ、５軸加工機などの各種造型機や
品質検査等に対応できる精密機器を設置して
います。

・産学による共用を基本に施設内関係者のみ
ならず、外部の企業やアカデミア等にも幅広く
開放しています。

（Education+Development =Edulopment）
・医療機器研究開発の実践と人材育成の場。
フロアごとに用途が異なる設計で、目的に応じて自由に階を
移動して利用することが可能です。

・教職員と学生がプロジェクトベースでスペースを使用。
プロジェクトによって守秘が発生する場合は、簡易仕切が
設置できます。

・4Fは医療用計測機器開発スペースで、光計測・分析装置を設置。
5Fは医療材料・ロボット開発スペースで、医療材料の機能・物性
評価装置やロボット関連デバイス開発用機器を設置。
6Fはニーズ検証、試作評価スペースで、実際の治療系・
診断系医療機器、3D解剖台やフォントムを設置しています。

・医療機器メーカー、ものづくり企業やベンチャー企業に対するレンタルラボ及びレンタルオフィス。

・神戸大学の教職員や大学院生との共創を希望する企業が主な利用対象です。

・ラボはすべてWET仕様で、各階の大部屋は分割して２部屋とすることも可能。部屋サイズの希望
にも幅広く対応できるよう整備しています。

少人数から15名程度まで
様々な用途の会議に柔軟に
対応ができます。

メディカルデバイス工房
設置機器例
Equipment 

エジュロップメントラボ
設置機器例　 

Equipment 

白色干渉計搭載レーザー顕微鏡
KEYENCE (VK-X3000)

単層チューブ製造装置
株式会社プラ技研

小型5軸加工機
MODIA SYSTEMS
 (MiniMiller MM100VF)

FFF方式3Dプリンタ
UltiMaker (S5、S7)

2µm解像度・超高精度3Dプリンタ
BMF (microArch® S230)

ゴムライク樹脂3Dプリンタ
ミッツ (M3DS-4KUHD)

CO2レーザー加工機
smart DIYs (LC950)

3Dモデリングマシン
Roland (MODELA MDX-50)

バイオ３Dプリンタ
CELLINK (BIO X6)

金属3Dプリンタ
COHERENT 
(ORLAS CREATOR RA)
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産学共創ラボ／
オフィス

共用空間

レンタルラボ・レンタルオフィス

全フロアに「創発の場、共創の場、人と語らう憩いの場」として、医師・研究者・施設に入居される企業関係
者及び学生といったMIC関係者が自由に出入りできる共用のスペースを設けています。多様な人材との交流
から互いに多くを学び、日常のコミュニケーションや何気ない会話から新たなアイデアが生まれ、新たなネッ
トワークを構築することを目指しています。

普段の雑談やミーティング、さらには研究会・ワーク
ショップ等のイベントなどで利用いただけるホールです。
個別机・イスとの組合せ方によって様々に活用すること
ができます。また横方向に長い空間で後方は一段床を
上げた仕様としています。
（最大130人収容可能）

2階から7階の東側の一角にある、休憩や
気分転換などで利用できるスペースです。
フロアごとに趣を変えているので、自分の
好みや気分で場所を選んでいただけます。

軽食を提供するカフェを併設した70席程度
のイベントスペースです。
病院（ICCRC）との連絡空間として、ICCRC
及びMIC関係者だけでなく昼食時には外部の
方へも開放しており、MIC関係者と医療従事
者、神戸医療産業都市内の企業関係者等との
交流・連携の場としてご利用いただけます。

・試作品の製作や加工といった医療機器製作と
実践教育の場としてDRYラボ、WETラボ
両方の実験環境を整備。

・３Dプリンタ、５軸加工機などの各種造型機や
品質検査等に対応できる精密機器を設置して
います。

・産学による共用を基本に施設内関係者のみ
ならず、外部の企業やアカデミア等にも幅広く
開放しています。

（Education+Development =Edulopment）
・医療機器研究開発の実践と人材育成の場。
フロアごとに用途が異なる設計で、目的に応じて自由に階を
移動して利用することが可能です。

・教職員と学生がプロジェクトベースでスペースを使用。
プロジェクトによって守秘が発生する場合は、簡易仕切が
設置できます。

・4Fは医療用計測機器開発スペースで、光計測・分析装置を設置。
5Fは医療材料・ロボット開発スペースで、医療材料の機能・物性
評価装置やロボット関連デバイス開発用機器を設置。
6Fはニーズ検証、試作評価スペースで、実際の治療系・
診断系医療機器、3D解剖台やフォントムを設置しています。

・医療機器メーカー、ものづくり企業やベンチャー企業に対するレンタルラボ及びレンタルオフィス。

・神戸大学の教職員や大学院生との共創を希望する企業が主な利用対象です。

・ラボはすべてWET仕様で、各階の大部屋は分割して２部屋とすることも可能。部屋サイズの希望
にも幅広く対応できるよう整備しています。

少人数から15名程度まで
様々な用途の会議に柔軟に
対応ができます。
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